
　　　　独立行政法人情報処理推進機構等からインターネットの通信で使用する暗号化方式「SSL3.0」

　　　において脆弱性があり、「SSL3.0」を使用している場合、通信の一部が漏えいする可能性がある

　　　と報じられておりますので、当組合のインターネットバンキング等のサービスを利用する際は下記

　　　手順により、「SSL3.0」の次のバージョンである「TLS」をご利用ください。

　　　　※平成27年6月以降、「SSL3.0」の設定ままでは通信が出来なくなる場合があります。

Internet Explorer における「TLS」の設定について

　１．［ツール］メニューの［インターネット オプション］を選択します。
　２．［インターネット オプション］の［詳細設定］タブを選択します。
　３．［セキュリティ］の項目の中の「SSL2.0を使用する」、「SSL3.0を使用する」の
　　　チェックを外して、「TLS1.0を使用する」、「TLS1.1の使用」、「TLS1.2の使用」
　　　にチェックを入れる。
　４．「OK」を選択し［インターネット オプション］の設定を更新します。
　５．Internet Explorer を一旦終了し、再度起動してください。

【参考情報】
独立行政法人情報処理推進機構　SSL3.0の脆弱性対策について(CVE-2014-3566)

インターネット通信で使用する暗号化方式「ＳＳＬ３．０」 
の脆弱性についてのお知らせ 

   お問い合わせは 
       シシンヨーインターネットサポートセンター 

        ０１２０－３６９－３４８  

https://www.ipa.go.jp/security/announce/20141017-ssl.html
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